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京都労山『六つの合い言葉』 

（一） 私達は、山を勤労者の身近なものにする為に力を合わせよう。 

（二） 私達は、登山によって健康な身体と豊かな心を育てよう。 

（三） 私達は、登山によって助け合う心と友情を深めよう。 

（四） 私達は、多くの人達と交流し山を愛する仲間を増やそう。 

（五） 私達は、力を合わせ正しい山のモラルと高い技術を生み出そう。 

（六） 私達は、安全で確実な登山思想を身につけよう。 
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－１－ 

   

全国登山研究集会に向けて 

大江 六夫 

「第１９回全国登山研究集会」が１１月に二日間にかけて大阪で開催されることとなり、詳細

が「京都労山」 8 月号に掲載されています。 

大阪で全登研が行われるのは３年ぶりとのこと、遠方であればなかなか参加は難しいかも

知れませんが、京都からだと日帰りで参加できます。近畿圏の労山組織としてこの全国集会を

大いに盛り上げていきたいと思います。 

今回の全登研では組織の強化・拡大をメインテーマに、いつまでも山登りを続けられる知

識・技術と体づくりの探求、多様な登山要求に応え、山岳遭難をなくすための組織づくり、自

然保護と登山環境の在り方などについての意見交換が行われます。 

いま多くの会では会員の高齢化が進む中、山の会としての活発な登山活動の維持、組織

の継承に腐心されていることと思います。京都の労山会員の皆さんもぜひ足を運んでいただ

き、同じ悩みを抱える全国の仲間と意見交流を深めてみてはいかがでしょうか。 

古い話で恐縮ですが、過去には京都で開催されたこともあります。1972年に第4回の「全国

登山研究集会」が岡崎の京都会館（現ロームシアター京都）で開かれました。 

全国から 392 名の仲間を集め、「登山理念」「自然保護」「教育活動」「遭難対策」「海外登山」

「国際交流」「組織拡大」の７つの分科会に分かれ意見交換、活動交流が行われました。地元

京都からも要員含め 111名が参加し、集会をもり立てました。私も「登山理念」の分科会に参加

しましたが、周りは20代前半の若者がほとんどで、難しいテーマではありましたが、熱のこもっ

た議論に感動したことを記憶しています。 

                     ♢ 

ここ毎日のように山での事故が報道されていますが、最近の事故事例を見ても転倒・転落

や疲労による救助要請などが急増しています。そうした遭難者の多くは未組織、未教育の登

山者と言われています。多くの山の仲間の中で教育を受け、経験を積む…そのことで事故の

多くは防げます。労山の存在意義はそこにあります。 

まずは私たちから始めましょう。知識・経験は減ることはありませんが、体力は確実に落ちて

きます。自分を守ることは組織を守ることです。さらにそれを周りの登山者にも広めていく、今

あらゆる場での教育の必要性と組織化が問われています。 

「第１９回全国登山研究集会」が今後の運動のヒントになれば幸いです。 



－２－ 

事務局長会議報告 （各会と連盟の活動報告・意見交換・情報交換を目的に開催） 
８月５日報告のみ：やましな,乙訓,右京,西山,伏見,洛中,明峯,山城 ８労山報告有り  

各会の活動状況(前月の例会や集いの実施状況・予定等)[各会・クラブ機関誌参照] 
・[右京]＜例会＞7/13 能勢妙見山６人,7/19～21 バスハイク立山連峰３コース 24
人(一般２人)＜予定＞8/3 曽爾高原,17 沢登り・湖南アルプス天神川、24 六甲ガー

デンテラスでジンギスカン交流会＜その他＞７/2４山の集いズームで交流「応急手

当・サムスプリントの使用法」14 人、9/30「2025 みんなで夏山交流会」酔心 
・［やましな]＜例会＞7/6 夏山備え比良 12h トレ 8 人,18～21 白山 12 人＜予定＞

8/10 千石山夏エビネ,23 ﾋﾞｱﾊﾟｰﾃｨｰ、28～31 燕岳～蝶が岳＜その他＞比良 12H で

ヒヤリ．高温多湿と無風で岳山にて 1 人リタイア。後脚の攣り２名で回復した。 
・[西山]＜例会＞712 雲ケ畑市ノ瀬～西賀茂７人＜予定＞8/6～9 燕岳～常念岳,11
西山縦走(奥穂トレ)、17～21 北岳・間ノ岳＜その他＞９/7 第 3 回山行計画会議、

7/26～27 四国・剣山で初級修了山行 7/1 大峰奥駆遭難４人の中 1 人孔雀岳手前で

行動不能。糖尿病で低血糖になる。ヘリで搬送。残り３名は避難小屋から翌日下山。 
・[乙訓]＜例会＞7/５～７鳳凰三山縦走 8 人,27～29 夏山集中登山 25 人（バスハイ

ク３コース）鹿島槍・爺が岳・針の木＜予定＞９/６比叡山(ﾋｴﾄﾚ),20～24 平ｹ岳 
・[洛中]＜例会＞7/11～12 新潟火打山３人、20～21 夏山トレ白山 11 人＜予定＞8/9
～10（60 プレ）南アルプス光岳、９～18(60 プレ)海外キリマンジャロ 
・[伏見] ＜例会＞7/16 愛宕山トレ 8 人、26～28 夏山バス山行八ヶ岳 24 人（４コ

ース）＜予定＞8/19～22 涸沢テン泊、大文字トレ 8/9,13,20,27４回計画＜その他>
８月 21 日つどい「登山の歩き方、休憩の取り方」10 月公開ハイク大文字山 
・[明峯]＜例会＞7/11～15㊿記念「尾瀬」14 人、21 初級福井権現山５人＜予定＞ 
8/6 須磨アルプス、17 五山送り火リレー＜その他＞21 日ホワイトチムニー5ｍ滑落 
・[山城]＜例会＞7/21 高取城址ヤマユリ 6 人、24～26 秋田駒八幡平コマクサ７人 
連盟の取り組み、活動報告 （連盟の取り組みや活動状況を連盟事務局から報告） 
① 第 16 期初級登山学校 7 月 25 日～27 日修了山行実施（西穂～奥穂）8/27 終了式 
② 2025 交流会 11 月 8 日(土)予定。第２回のお知らせ京都労山８月号に掲載。 

会場「あかまつの丘」８/１予約済。京都労山９月号に第３回お知らせを掲載予定。 
③ 第 19 回全国登山研究集会開催。11 月 15 日(土)～16 日(日)新大阪ユースホステル。 

参加費用 6000 円。締切り 10 月 14 日 全国連盟事務局まで 
④ 第 27 回自然保護講座 in 青森開催。９月 27 日～28 日 締め切り８月 31 日 
⑤ 「若手のためのクライミング講習会」10 月４日～５日。全国青年学生委員会。 

小川山・廻り目平周辺。締め切り９月３日 対象若手クライマー(50 才位まで) 
 

９月の事務局長会議は、９月２日(火)PM７時半からとします。WEB 専用会議。 



－３－ 

自然保護委員会コーナー 
 

「北陸新幹線延伸計画」をめぐる状況（続報 3）    
 

〇7 月 20 日投票の参議院選挙後の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「このルートは 8 年前に決まっている話」と推進してきた与党整備委員会委員長 

  選挙最終盤に意見広告の中で「府民の合意なしに進められることは絶対にあり

ません」と述べる。 

選挙結果うけて、上部組織の与党ＰＴで米原案を含むルートの再検証を行うこ

ととし、「国交省に米原、舞鶴の両ルート案の再試算を依頼」小浜ルートと比較

検討する意向で、「米原のほうが良かったとなればそうなることもある」と発言

（北国新聞 7/30） 

 

〇「車両基地」建設予定地の巨椋池干拓地は府内有数の「希少鳥類の宝庫」 

タマシギ（絶滅危惧Ⅱ類）の繁殖地、ツバメチドリなどのシギ・チドリ類計 10  

種の絶滅危惧種やコミミズク、ハイイロチョウヒ、チョウゲンボウなど猛禽類 

6 種の絶滅危惧類が生息。日本野鳥の会京都支部など 3 団体が府知事に計画

の中止を含む申し入れ 

  

   

 

 

 

 

  

 

京都選挙区の得票結果から 現行ルート推進は少数 

・「延伸中止」22 万 4,538 票 

・「他のルート主張や現行ルートに慎重態度」75 万 9,322 票 

・「小浜・京都ルート推進」19 万 9,889 票 

出口調査「現行ルート推進」は 19.8％ （京都新聞） 

 

本年の自然保護セミナー 12 月 13 日（土）  

テーマ「巨椋池干拓地の鳥類と新幹線車両基地」（仮） 

                講師：日本野鳥の会京都支部から 

     別途：現地で野鳥観察会を予定 12 月 20 日（土） 

 
「見直し」署名は、準備書が出るまで機構へ届けます。 

    現在累計 10,083 筆   仏教会の署名もあれば送ってください。 
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京都労山 60 周年記念事業  
≪２０２５年 交流会≫ お知らせ 第 3 号 

開催日：11 月 8 日(土)  場所：あかまつの丘 西本梅
に し ほ ん め

 
 
➀ 交流ハイキング〔深山

み や ま

〕 
北摂最高峰で、遮るものが何もない頂上からは 360 度の展望が開けていま
す。行動時間は、3 時間半ほどです。 
集合場所・時間：るり渓駐車場 9:00 

 
➁ 研修集会〔各会・クラブ、連盟の活動報告〕 

登山学習例会や会員拡大、連盟専門委員会の取組について、他 
集合場所・時間：あかまつの丘 西本梅 9:30 

 
➂ 全体集会〔安全登山と登山技術の継承〕 

誰もが学べる研修会(登山寿命を伸ばす為の活動、ヒヤリハットのまとめ、全
国ハイキング学校の報告、初級登山学校を終えて、他)  

※①②は選択制、②③は屋内で実施。雨天時は①を中止し②③のみ実施。 
 
➀➁共にマイクロバス送迎あり集合場所・時間：JR 亀岡駅(北口) 8:10 
※バス経路：亀岡駅(8:10)～るり渓(9:00)～あかまつの丘(9:30)～るり渓～ 

～あかまつの丘(12:30)～亀岡駅(16:30 頃) 
タイムテーブル 
車でお越しの方はそれぞれ現地集合、マイクロバス利用の方は 8:10 に亀岡駅～ 
➀ 9:00～12:30 頃 ※下山後、あかまつの丘にて昼食時間 
② 9:30～12:30 頃 12:30～13:30 昼食時間 
➂ 13:30～15:30 頃 ※片付けなどの後、各自解散 
 
持ち物 交流ハイキング：日帰り登山装備一式 
    あかまつの丘 集会：上靴(スリッパ等)、筆記用具、他 
     昼食・飲み物など ※あかまつの丘周辺にコンビニなどはありません 
 
参加費：無料 
 
申込：専用の申込書に会ごとでまとめ、各会 60 周年実行委員までお

願いします。締切は、10 月 5 日(日)です。  
詳細などの問い合わせは、各会の 60 周年実行委員までお願いします。 
 

担当：60 周年実行委員会(WAO 亀岡／左京／やましな) 
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京都府連盟登山道倒木整備 ―大文字山を整備しよう 
これまで登山道を使った感謝の念と恩返し、多くの登山者の安全のために 

 

安祥寺上寺跡右俣登山道周辺の整備を行います。ここは谷が狭く、太く長い倒木

が密集しているので今まで以上に危険が伴います。作業前には十分に打ち合わせと

危険予知を行い、作業中も声を掛けあってケガのないように行動します。 

これまでと同様に参加者の力量に応じて、力のある人はノコギリで倒木伐採、大

木運搬、力のない人は小枝切り、小枝整理、声援と分担して行いますので誰でも参

加できますのでご安心下さい。ケガをした場合は労山基金も対象になります。 

 

登山道整備は京都大阪森林管理事務所の承認を得て実施しています。伐採する倒

木には 1本 1本管理事務所の伐採許可番号札が貼り付けられています。 

みんなで頑張って楽しく安全第一で整備しましょう。参加をお待ちしています。 

 

★実施日： 9 月 27 日（土曜日）10 月 18 日（土曜日）11月 1 日（土曜日） 

本降りは中止。小降りは状況によって実施。天候が怪しい時は前日か、

当日の朝早く判断して中止メールを送ります。 

怪しいなあと思った時はメールを見て下さい。 

★申し込み締め切り：実施週の月曜日 

★集合場所：JR山科駅改札口付近 8時 30 分には出発します。 

★参加申込先：連盟登山道整備担当 青山郁夫  

080-3797-4392 携帯メール 2382m.ikuo1025@ezweb.ne.jp  

留守宅（緊急連絡先）も教えて下さい。 

★参加条件：労山基金を含め山岳保険加入者 

★持ち物：カッパ、ヘッドランプ、レスキューシート、タオル、安いゴム手袋（な

ければ軍手）お弁当、救急薬品 ヘルメット（必携）、ノコギリ（なけ

ればお貸しします）、長靴（任意）、スパッツ（任意）、笑顔（必携）  

★共同装備：ロープ、ビニール紐、カラビナ、サムスプリント 

★その他 

 ・作業の前には危険予知を相互に行い安全作業に努める。 

 ・木が 1/3 切れたら声を掛けること。1/3 でも突然、木が 

  切れ落ちることがあるので注意！ 

 ・木を切る前には切れた木がどちらに落ちるか、跳ね  

るか常に予想して退避方法を考えておくこと。 

 ・切った木を運ぶ時も木がどう動くか予測しておく。 

 ・コロナはまだ続いています。  

本人や同居家族で微熱や、咳、喉の痛み等がある場合は参加を取りやめて直ぐ

に発熱外来に行って下さい。  
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京都府連盟～大文字山登山道倒木整備報告～     

連盟登山道整備担当：青山郁夫 

 

2025 年 7 月 12 日（晴れ とっても暑かった） 

やましな：青山郁夫,久子 右京：河合恵子 荒木賢子 市岡晴美 田辺：宮内毅 

伏見：高野寛 乙訓：西村悦治 8 人 

山科駅 8:20--8:53 休憩 9:01--9:21 登山道整備（西村さんと宮内さんは経塚山往

復。青山は No 確認）16:00--西村さんと青山は B 尾根より下山--三叉路で合流

16:30--16:59 山科駅 

 

初めて大文字山登山道整備に参加して  伏見山の会 高野 寛 

前日に降った雨も上がって当日は快晴で気温もぐんぐん上がった。山科駅から

歩いて安祥寺林道への道と分かれ、ゲートを越えて目的の整備箇所まで到着する

のに 1 時間。 

沢を挟んであちこちに倒木がある。国有林は倒木といえども簡単には伐採でき

ない。 

白テープで印を付けて写真を撮って位置を確認し、決められた書式で申請しな

いといけない。職員が現地に赴いて伐採許可を認めた印に黄テープを巻いていく。

直径を測って体積を算出し、損金を計算しなければならないという。 

いやはや大変な作業だ。 

整備作業はまず、倒木の枝打ち、そしてのこぎりによる切断と運搬。暑い中で

の作業で全身汗だく。ロープを巻いて、かけ声のもと一斉に引き上げる。1 本終

わったらまた１本。2 本。8 人での作業だが、昼休憩をはさんでまた再開。 

宮内さんが大きなのこぎりを準備していて一気に切っていくが、倒木のサイズ

が大きくて何度も休憩したり交代したりで最後に登山道を覆っている「くの字」

に曲がった倒木を切り倒し、一斉に登山道横にまとめ上げてようやく終わった。

下山は 16 時 30 分だった。 

まだまだ倒れた木は残っていて、先は長い。 

締めはやましな酒場の「伏見」で打ち上げ。少しでも役に立てたのなら良かっ

たと思う。 

 

河合恵子 

今年初めての参加。 

久しぶりなので、段取りを思い出すのにモタモタします。 

切った太い幹を動かすのに皆で知恵を絞り上手くいった時は感動でした。 

この谷は狭くて、切った後の置き場所や運び方を考えての作業になるので大変 

です。スイカ美味しかったです。 
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宮内毅 

今回の倒木は急斜面に横たわってる倒木。空中に横たわってる倒木。ロープを

使って数人で引き落とす。 

足場も悪いヘロヘロ状態でも少しずつ登山道が整備されてる実感がある。また

次の現場でどんな倒木が待っているのか楽しみだー。 

 

青山久子 

 ここ数か月倒木整備に参加していただく人数が多く、整備がはかどっています。 

ただ右俣は幅が狭く急斜面で、これからの作業には計画と協調が欠かせません。 

参加された方の安全が次にそのルートを通る登山者の安全につながると確信して 

作業したいと思います。 

 能登のボランティア活動をする中で、治山事業の重要性を知ることができまし

た。本来は国、地方自治体の仕事ではありますが、いつ起こるかわからない豪雨

時の流木や河川氾濫の被害を思うと、日ごろからの整備の一助になればと以前よ

りも精を出して倒木整備にあたっています。 

青山郁夫 

 今回は安祥寺上寺跡右俣から B 尾根の取り付きの登山道を整備しました。ここ

の取り付きは 2018 年の台風で何本も杉が倒れそれ以降、ほとんど歩く人もいな

くどこが登山道か分からなくなっていました。 

 今回は 8 人もの参加者でしたので予想以上に整備がはかどりほとんど完了しま

した。2 人 3 人ではとても長く太い木は運べません。大勢だったのでみんなで力

を合わせて運びことができました。これでこれからはここの取り付きから、また、

B 尾根から右俣まで安心安全に登り降りできると思います。 

 河合さん、荒木さん、市岡さん、宮内さん、高野さん、西村さん、お疲れさま

でした。これからも頑張って登山道を整備しましょう。 

倒木の枝切り       ちょっと一休み    みんなでよいしょ！  

お昼はスイカを食べた    次回からは谷の中の整備をします。頑張ろう！ 
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第41,42回 能登半島地震復興支援ボランティア報告 

                     連盟ボランティア担当 青山郁夫 

第41回 活動日：2025年7月3日,4日 791km走行 

参加者 やましな：青山郁夫 久子  

7/2京都9:45—15:19志賀町大島キャンプ場泊 

7/3大島キャンプ場7:13--保育園—AM万行町PM一本杉被災者宅--保育園16:50-—農遊庵泊 

★参加者 ：全体で約33人 班員8人 

★活動内容：AM被災者宅の納屋の物品分別搬出搬送 （完了）、PM被災者関連の家の物品

分別搬出搬送（継続） 

7/4農遊庵7:34--保育園9:55- 一本杉被災者宅--保育園17:22--総湯--0:15京都 

★参加者 ：全体で27人 班員7人 

★活動内容：被災者関連の家の物品分別搬出搬送（継続） 

 

青山郁夫 

  7/3 おじいちゃんと要介護のおばあちゃんに家に行く。「おばあちゃんが、ずっと、こ

こに住みたいと言っているので公費解体はやめた。家を修理して住む」の言葉に心が痛

んだ。断水が４月まで続いてずっと給水所通いで大変だったと聞いた。毎日毎日、重い

水を一人で運んだろうなあ。被災地は高齢者にとって重い負担があった。 

  7/3PM と 7/4 は市の商店街の醤油屋関連のおうちの片づけ。商店街は軒並み休業して

いた。醤油屋さんのご厚意で仮店舗で営業しているお店で海鮮丼をご馳走になった。お

昼にこんなんを食べたのは初めてだった。とてもおいしかった。感謝感激です。 

 

青山久子 

 震災から１年６か月も経った。それぞれの事情があって、公費解体を決断したり、 

それでもここに住むことを選んだり、この地を離れざるをえなかったり、この地で再起 

を志したり…依頼主さんの人生の一つの岐路にボランティアとしてお手伝いさせていた 

だいている一期一会の『縁』と毎回のように一緒に活動する顔なじみのボランティアの 

方との『絆』を感じる。もう少し能登に思いを寄せていきたいと思う。 

  7/3 AM 2t トラック、軽トラに一杯    7/4 醤油屋さん関連のおうち 
積んで旭町倉庫に運ぶ。       １日半かけても運びきれなかった 

7/3 
今日も軽トラ 
マニュアル 
に乗って、い 
ざ出発 
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第42回 活動日：2025年7月19月20日 798km走行 

参加者 やましな：青山郁夫 青山久子  

7/18京都10:02—15:20志賀町大島キャンプ場泊(温水シャワー) 

7/19 大島キャンプ場 6:53--7:32 石崎保育園--七尾市八幡被災者宅--旭町倉庫で昼食--被

災者宅--旭町倉庫--保育園16:51--どんたく--農遊庵--弁天湯--農遊庵 

 ★参加者 ：全体で117人 班員AM8人 PM10人 

 ★活動内容：被災者宅の公費解体母屋の物品分別搬出搬送 納屋を含め5回目 完了 

7/20 石川県連活動 農遊庵 6:09--7:33 道の駅赤神--9:55 門前町大生被災者宅--登山道整

備13:58--渤海の湯15:30--大渋滞--南条SA満車で賤ケ岳SAで夕食--22:39京都 

 ★参加者 ：石川県連 10 人 京都 2 人 
 ★活動内容：住宅への応急通路の整備。山道の補修、階段、手摺り設置。 
青山郁夫 
7/19 今回で５回目活動のおうち。遂に本日。完了。これで解体できる。良かった。 
7/20  80 歳代のご夫婦が住んでいるおうちへ通じる山道の整備。石川県連は白山で長

年登山道整備をしているので道をならしたり階段を作ったり手すりを作るのは慣

れたものだった。早く車道が本復旧するのを願う。 
  整備し終わった山道をご夫婦に歩いてもらってこれで安心と、とても喜んでもら

えた。お昼は奥様手料理のカレーライスをご馳走になった。実に美味しかった。 
青山久子 
 7/19 今日中には終わらないと思えたが、午後から軽トラ 1 台、2 人の助っ人が来て

くれたので、各部屋をきれいに掃除して完了することができた。 
7/20 石川県連の皆さんは登山道整備のプロなので、林の中の幹や枝をうまく使って

階段の段差を作り、手すりを作っていきます。私は主に林道を車がスムーズに走れ

るように伸びた木々や草を伐採し、車幅を確保しました。 

 

整備前。こんな所を歩いて    みんなで汗を流して整備 
おられました。            を行う。                                

見違えるほど山道が

きれいになりました。

これで車道が通れな

くなっても安心して

歩いてもらえます。        

地震で自宅への車

道が崖崩れで不通と

なり山道を通ってい

た。奥様はこれまで

に何度も転倒して２

回骨折した。 
最近、道に鉄板を敷

いて応急復旧したが

本復旧の見通しはな

い。大雨時は危険な

ので今でも山道を利

用している。いつ道

路が通れなくなるか

も知れないので山道

の整備の依頼だっ

た。 
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北部交流ハイキング 

「鬼ヶ城
お に が じ ょ う

(５４４ｍ)」 

≪担当 福知山山の会≫ 

 

  鬼ヶ城は、1575 年（天正 3 年）に織田信長から丹波攻略を命ぜられた明智光

秀によって攻略された山城で、石積みなどの遺構が確認できます。山頂からの展望

がよく福知山市街や青葉山・大江山などが一望できるコースです。 

 

【日 時】 ２０２５年９月２８日（日） 雨天中止   

気象庁の天気予報（京都府北部）前日１７時発表の降水確率が 

６時～１２時及び１２時～１８時のいずれかが５０％以上 

（５０％含む）の場合は中止します。 

【集 合】 室尾谷山 観音寺駐車場（福知山市大江町南山 963）午前９時 

※駐車場限りがありますのでなるべく乗り合せでお願いします。 

（集合場所付近で乗り合せされる場合は、北近畿タンゴ鉄道大江駅裏手の多目的広場(駐

車場：集合場所まで約７キロ)を利用してください。） 

※福知山市内に観音寺が２か所ありますので注意してください。  

【コ ー ス】  観音寺～鬼ヶ城～観音寺（往復コース） 

（歩行約 3.5 ㎞ 約 3 時間）  

【地 形 図】 ２万５千分の１「河守、福知山東部・福知山西部」及び地形図 

【持 ち 物】 日帰り一般装備  

【申 込 先】  金山 晶子（福知山山の会） 

  申込は会ごとにまとめて、メールでお願いします。 

メール  aki1127aki@gmail.com 

携 帯 ０９０－６９１６－５３４２  

【申込締切】  9 月１9 日（金） 

【申 込 必 要 事 項】  ①所属会 

②氏名・連絡先 

③緊急連絡先（氏名及び電話番号） 

④所属会緊急連絡先（氏名・電話番号） 

⑤車の有無(所属会単位で何台かで教えてください。) 

【そ の 他】 当日は福知山山の会の「公開ハイク」を同コースで実施します。 
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北部交流ハイキング参加申込書 

申し込み先 

福知山山の会事務局 金山 晶子 

メール  aki1127aki@gmail.com 

 

山岳会名  

担当者名  連絡先  

 

① 
参加者名  緊急連絡先  

電話番号  電話番号  

② 
参 加 者 名  緊急連絡先  

電話番号  電話番号  

③ 
参 加 者 名  緊急連絡先  

電話番号  電話番号  

④ 
参 加 者 名  緊急連絡先  

電話番号  電話番号  

⑤ 
参 加 者 名  緊急連絡先  

電話番号  電話番号  

⑥ 
参 加 者 名  緊急連絡先  

電話番号  電話番号  

当日車で来られる自家用車の台数 （       ）台 

  

※連絡先は２０２５年 「北部交流ハイキング」に係る連絡時のみ使用します。 
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2025年７月７日  

各都道府県連盟 理事長  

日本勤労者山岳連盟

理事長 川嶋 高志 

  

第19回全国登山研究集会の開催について（案）  

   

日頃、労山運動でのご尽力に敬意を表します。  

さて、本年２月の全国評議会でご承認いただきました全国登山研究集会を、３

年ぶりに大阪市で開催することになりました。  

 つきましては、下記のとおりご案内いたします。各地方連盟に置かれましてはこ

の集会成功のために、所属の会クラブに開催の案内・周知をお願いするとともに積

極的に取り組んでいただくようお願いいたします。  

  

実 施 要 綱  

  

■テーマ 国民が求める多様な登山要求に対応するための組織強化を図ろう！  

  

■目 的   組織数減少の折から、組織の強化と拡大について具体的な方法を考える。

そのために、長く安全に山へ向かう知識と技術、未組織者へのアプローチ、自然

保護について考える。  

  

 期  日  2025年11月15日（土）～16日（日）   

 会  場  新大阪ユースホステル（大阪府大阪市）  

 参加対象  労山会員および全国の登山者  

 主  催  日本勤労者山岳連盟    

 主  管  全国登山研究集会実行委員会  

  

■日 程 15日  12：30   受付開始  

13：00   開会あいさつ  

              日本勤労者山岳連盟理事長あいさつ  
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13：10～  基調講演①「これからの労山」（仮題） 

          川嶋 髙志（全国連盟理事長）  

      基調講演②「登山寿命の延長」（仮題） 

     石川 昌（全国連盟副理事長・遭難対策部長）  

                  16：00～  分科会   

19：00～  夕食・懇親会         

  

16日 ７：00～８：00 朝食  

９：00～11：00 分科会 

11：20～12：00 分科会の報告、全体で質疑・意見とまとめ・解散  

  

☆分科会  

  

①「筋トレ」  筋力トレーニングによる転倒事故防止と登山寿命の延長、

快適な山行について  

  

②「教育」   市民が求める多様な登山要求への組織体制と教育システムに

ついて。  

  

③「自然保護」 自然保護活動の推進について（大規模開発の問題点）  

  

  

   

  

■参加費用  一泊二食での参加     ６,０００円  

  

■宿  泊  新大阪ユースホステル  

              〒533-0033 大阪府大阪市東淀川区東中島 １－１３－１３ 10Ｆ         

電話 06-6370-5427  

  

■問合せ先  労山全国連盟事務局 ＴＥＬ ０３－３２６０－６３３１ 

ＦＡＸ０３－３２３５－４３２４ E-mail jwaf@jwaf.jp   

   

参加申込締切   10月14日（火） 別紙申込書にて全国連盟事務局まで   
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この醍醐味はアップダウンを繰り返してこそ味わえる。 

二百名山登頂記録55                            乙訓山の会 小川 繁          

№126 八海山1778m                                      2009.9.19(土)～23(水) 個人山行           

20(日)八海山ロープウェー乗場登山口より越後三山縦走 

＜コースタイム＞ 登り1h53(3h40)/下り1h47(2h20)/計3h49(6h) 

＜まとめ・報告＞ 

20 日(日) 八海山ロープウェー乗り場～千本桧小屋  

13:01 八海山ロープウェー乗場Ｐ着。今日は千本桧小屋泊でまだ時間があるので屏

風岩コース(4h)を登ろうかと思ったが、後日家族で来る時の事を考えて下見

を兼ねてロープウェーで登る。片道1000 円。 

    次々に観光バス等で来た人達で順番待ち状態。ドラマで有名になり手軽に登

れるので人気の様だ。 

14:00 ロープウェー乗車～14:10 山頂駅着。NHK の朝ドラ｢こころ｣の最後の舞台

のロケ地となった雪に埋もれた展望台の写真や、｢天地人｣のオープニングで

直江兼続役の妻夫木聡が立った地蔵岳の写真等が説明板と共に掲示され観光

気分をくすぐる。山頂も沢山の人達で賑わっている。山頂避難小屋は八海山

遥拝所を兼ねていて祭神像が３体立っている。その左側を通り千本桧小屋を

目指して進む。修学旅行か遠足らしい中学生の集団とすれ違う。｢どこまで行

ってきたの？｣と聞くと｢頂上迄！｣と元気な返事が返って来た。引率の先生に

聞くと薬師岳に登り千本桧小屋迄行ったそうだ。少し急な所もあるが概ね緩

やかな稜線歩きだが木立に中の道で眺望は無い。 

14:59 漕池。対岸へは行けず池を隔ててみる八海山と言うロケーションは無い。正

面に女人堂が見える。 

15:15 女人堂。新しい立派な避難小屋。７人程がその前で寛いでいる。外に祭壇が

あり信仰の山を象徴している。 

15:17 女人堂発。この先はグッと急登になり先に出発した５人を追い越す。ここに

もオニシオガマが咲いている。焼石岳の物は 80cm 以上あったがここのは

40cm 程。 

15:27 祓川水場。4～5 口飲んで出発。道は更に急登になり鎖場を登り薬師岳を目

指す。 

15:55 薬師岳山頂。祭壇が設けられ祠がある。｢天地人｣の妻夫木聡はここにヘリで

降り立ち地蔵岳迄登ったと案内した管理人の話。 

16:02 千本桧小屋着。千本桧小屋は１階が八海山神社になっていて２階が宿泊施設。

別棟で管理人小屋＋食堂兼宿泊所。避難小屋を隣接している。今日の小屋泊

は８人、避難小屋泊は 10 人程。２食付き 6500 円は安いが食事はとても

質素。山行記録を書いていて遅れて食事に行くと僕の分が無い！慌てて用意

して貰ったがおかずが１品足りず代わりにゼンマイの煮物とミカンが２個付

いた。それに丼１杯のご飯とみそ汁だけ。避難小屋泊で自炊客が多いのに納

得。夜は凄く冷えて毛布３枚を挟んで布団に潜る。それでも夜中に寒くて目

が覚め毛布を２枚足した。外は満天の星。３時頃オリオン座が真上に見えた。 

21 日(月) 千本桧小屋～八海山 ＜コースタイム＞ 1h26(2h) 

04:45 起床。５時から朝食。朝食もご飯・味噌汁・梅干…と質素。弁当を作って貰

えただけ有り難い。 

05:15 千本桧小屋発～先ずは地蔵岳へ。05:22 地蔵岳着。２体の地蔵がある。中ノ

岳と越後駒ヶ岳の間から朝日が昇る。360 度の雄大な眺望を楽しむ。 

05:36 不動岳～05:47 五大岳～05:59 白川岳～06:05 摩利支岳～06:14 大日岳

と尖った岩のほぼ垂直な急登を鎖・梯子を頼りに直登・直下降を繰り返す。

蟻の戸渡や蟹の横這いの様な所もある。 

06:19 下の迂回路と合流。ここ迄緊張の連続。ここからは緩やかな稜線歩きになる。 

06:41 入道岳(丸ヶ岳 1778m)。急なガレ場を下り五竜岳へ向かう。遠くから見ると恐竜の背の様に幾つもの頂が

連なる八海山の縦走をやっと終える。 
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9 月号案内 

表紙の写真           屋根谷 克己 さん （らくなん山の会）   

 

山しゃくやく 

京都北山の魚谷に群生していたのです

が、最近は鹿の被害と盗掘で数が少ない

ようです。 

 

＊夏休みに千葉県の養老渓谷にある 77

万年前の地層がある「チバニアン」を見

学に行ってきました。日本で初めて地質年代を示す学名に。 

地磁気逆転の現象が地層に記録されているとしてマスコミでも紹介され、タ

レントの井上咲良さんのサインもありました。 

私達が地図読みで最初に出会うのが磁北線の傾きです。比良山ではおよそ 7

度の西偏となっていますが、地球の長い歴史で見ると磁性鉱物には何百回と

S 極 N 極が逆転している証拠が残されているそうです。 

コアと呼ばれる地球内部の流体の外核の動きが関係しているようで常に複雑

な動きをしていると、チバニアンビジターセンターのスタッフが詳しく説明

してくれます。 

現場は現在工事中で 1年後には公園として整備される予定です。 

（H・T） 

 

 

 

 

＜お知らせ＞ 

表紙のイラストや写真を提供ください 

労山会員の方やお知り合いで連載を引き受けてくださる方をご紹介ください。

例えば「野鳥に詳しい方」「高山植物、野草に詳しい方」「コケやきのこに詳

しい方など会員みなさんに知識を広めてくださる方を募っています 

【投稿先】 京都府勤労者山岳連盟 機関誌委員会 高野 寛 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ hirossan-1954@nifty.com  

＊原稿サイズ B５版 １行約 36字 １頁約 36行  

＊字体 ＭＳ明朝体 １１Ｐ 余白上、左、右各２０mm 下２３mm 



２０２５年 京都府連盟 月間予定表 

９月（長月・SEP） 

１ 月 自然保護委員会 

２ 火 事務局長会議 

３ 水  

４ 木  

５ 金  

６ 土  

７ 日 
青年丹後コラボ クライミング体験会６ 

冬山勉強会 実技：体力トレ 

８ 月 常任理事会 

９ 火  

10 水  

11 木  

12 金  

13 土  

14 日  

15 月 敬老の日 

16 火 
京都労山印刷  ハイキング委員会 

遭難対策委員会 

17 水  

18 木 冬山勉強会 机上：防寒・低体温症 

19 金 やまびこ利用日 

20 土  

21 日 青年・丹後コラボクライミング体験会７ 

22 月 常任理事会 

23 火 秋分の日 

24 水 気象勉強会 女性委員会 

25 木  

26 金  

27 土 

大文字山登山道整備 

冬山勉強会 実技：体力トレ 

全国 第27回自然保護講座in青森 

28 日 全国 第27回自然保護講座in青森 

29 月  

30 火  

   

 

１０月（神無月・OCT） 

１ 水  

２ 木  

３ 金  

４ 土 冬山勉強会 実技：テント泊 木曽駒ヶ岳 

５ 日 冬山勉強会 実技：テント泊 木曽駒ヶ岳 

６ 月 自然保護委員会 

７ 火 事務局長会議 

８ 水  

９ 木 冬山勉強会 机上：積雪期登山の歩行 

10 金  

11 土  

12 日  

13 月 スポーツの日 

14 火 常任理事会 

15 水  

16 木  

17 金 やまびこ利用日 

18 土 大文字山登山道整備 

19 日  

20 月 
京都労山印刷 ハイキング委員会 

遭難対策委員会 

21 火 教育委員会 

22 水 女性委員会 

28 木  

24 金  

25 土 冬山勉強会 実技：テント泊 木曽駒ヶ岳 

26 日 冬山勉強会 実技：テント泊 木曽駒ヶ岳 

27 月 常任理事会 

28 火 気象勉強会 

29 水  

30 木  

31 金  

 


